
平成１８年度６月補正予算の概要

伊 万 里 市

平 成 １ ８ 年 ６ 月
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１

２

730,320

増 減 額 増 減 率

19,503,254 3.9

　今回の補正予算は、市長改選後の肉付け予算であり、伊万里の元気をさらに大きくし

ていくため、「未来志向型の伊万里市づくり」と「地域でのキメ細かな配慮ある伊万里

市づくり」を市政のかじ取りの指針とし、市民本位、市民との協働を基調にした「さわ

やか市政」をさらに推し進めるとともに、「伊万里市の元気をつくる５つのエネルギッ

シュ政策」として具体的な元気施策を掲げ、「住みたいまち伊万里」「行きたいまち伊

万里」を目指して取り組む。

　国が進める三位一体の改革で５．１兆円の削減が進められた交付税について、さらな

る削減が論議されているなど、今後の財政基盤はますます不安定になることが予測され

るなか、将来の財政基盤の安定を目指す「伊万里市財政健全化計画」に基づき、各種補

助金をはじめ、事務事業の見直しや経常経費の一層の削減に取り組む一方、まちづくり

交付金等の新しい国の制度を積極的に活用するなど、厳しく限られた財源の中で、可能

な限り住民福祉の向上を図る事業の充実や、将来の元気づくりにつながる事業へ重点的

に財源配分を行うなど、工夫を凝らした予算編成を行った。

千円

平 成 17 年 度 同 期 比

％千円千円

基　本　方　針

17,589,700 1,913,554 18,772,934

予算規模（一般会計）

平成 1 8 年度
6月補正後の額

千円

平成１８年度６月補正の概要

千円

平成１8年度
現 計 予 算 額

平 成 18 年 度
6 月 補 正 額

平成 1 7 年度
6月補正後の額
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（単位：千円、％）

予 算 額 構成比 予 算 額 構成比 増 減 額 増減率

1 5,174,873 26.5 5,071,452 24.0 103,421 2.0

2 799,300 4.1 532,297 2.0 267,003 50.2

3 24,000 0.1 43,300 0.2 △ 19,300 △ 44.6

4 6,700 0.0 7,300 0.0 △ 600 △ 8.2

5 7,100 0.0 2,500 0.0 4,600 184.0

6 562,000 2.9 607,659 2.7 △ 45,659 △ 7.5

7 147,000 0.8 132,000 0.6 15,000 11.4

8 135,668 0.7 148,769 0.7 △ 13,101 △ 8.8

9 5,355,699 27.5 5,693,156 26.2 △ 337,457 △ 5.9

10 13,746 0.1 12,944 0.0 802 6.2

11 457,292 2.3 435,497 2.0 21,795 5.0

12 327,101 1.7 318,903 1.4 8,198 2.6

13 2,438,835 12.5 2,459,039 12.2 △ 20,204 △ 0.8

14 1,308,794 6.7 1,204,375 9.7 104,419 8.7

15 39,654 0.2 74,785 1.1 △ 35,131 △ 47.0

16 2,161 0.0 1,256 0.0 905 72.1

17 642,992 3.3 382,423 3.7 260,569 68.1

18 1 0.0 1 0.6 0 0.0

19 536,138 2.8 556,278 3.2 △ 20,140 △ 3.6

20 1,524,200 7.8 1,089,000 9.7 435,200 40.0

19,503,254 100.0 18,772,934 100.0 730,320 3.9歳 入 合 計

市 債

諸 収 入

繰 越 金

繰 入 金

寄 附 金

財 産 収 入

県 支 出 金

国 庫 支 出 金

使 用 料 及 び 手 数 料

分 担 金 及 び 負 担 金

交通安全対策特別交付金

地 方 交 付 税

地 方 特 例 交 付 金

自 動 車 取 得 税 交 付 金

地 方 消 費 税 交 付 金

３　一般会計６月補正後予算額の対前年度比較表

（歳入）

　　款　　　　　　　　　　　　　年度

平成18年度6月補正後
(A)

平成17年度6月補正後
(B)

比 較
(A) － (B)

配 当 割 交 付 金

株式等譲渡所得割交付金

利 子 割 交 付 金

地 方 譲 与 税

市 税
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（単位：千円、％）

予 算 額 構成比 予 算 額 構成比 増 減 額 増減率

1 278,781 1.4 278,871 1.5 △ 90 △ 0.0

2 2,526,480 13.0 2,503,604 13.3 22,876 0.9

3 6,132,482 31.4 6,093,723 32.5 38,759 0.6

4 1,625,686 8.3 1,640,145 8.7 △ 14,459 △ 0.9

5 71,437 0.4 71,636 0.4 △ 199 △ 0.3

6 906,814 4.6 906,223 4.8 591 0.1

7 355,543 1.8 378,720 2.0 △ 23,177 △ 6.1

8 2,292,346 11.8 2,028,731 10.8 263,615 13.0

9 815,590 4.2 798,825 4.3 16,765 2.1

10 2,128,828 10.9 1,845,533 9.8 283,295 15.4

11 117,049 0.6 34,524 0.2 82,525 239.0

12 2,220,313 11.4 2,162,393 11.5 57,920 2.7

13 1,905 0.0 6 0.0 1,899 31,650.0

14 30,000 0.2 30,000 0.2 0 0.0

19,503,254 100.0 18,772,934 100.0 730,320 3.9

　　款　　　　　　　　　　　　　年度

平成18年度6月補正後
(A)

平成17年度6月補正後
(B)

比 較
(A) － (B)

歳 出 合 計

諸 支 出 金

予 備 費

消 防 費

教 育 費

災 害 復 旧 費

公 債 費

議 会 費

総 務 費

衛 生 費

民 生 費

労 働 費

農 林 水 産 業 費

商 工 費

土 木 費

（歳出）
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４　事　　業　　概　　要
（一般会計） ●・・・新規事業

特定財源 一般財源

千円 千円 千円

千円 千円 千円

説 明事 業 費
財 源 内 訳

　市議会議長の全国自治体病院経営都市議会
協議会副会長への就任に伴い、関係会議に出
席する旅費の不足分を追加する。
○会議名称
　・全国自治体病院経営都市議会協議会
　　正副会長・監事・相談役会議（２回）
　・全国自治体病院経営都市議会協議会
　　自治体病院危機突破全国大会（１回）
　・全国自治体病院経営都市議会協議会
　　正副会長・監事・相談役市事務局長会議
　　　　　　　　　　　　　　　（１回）

議　会　費

328

キー
ワード

その他 328

５つの
まちづくり

事 業 名

議会活動総務事業

総　務　費

安心
防犯灯設置費助成
事業

600 600

　各行政区が行う防犯灯の設置に対し、補助

金を交付する。

・補助金交付基準　防犯灯1基の設置事業費

　　　　　　　　 　の1／2 （上限25千円）

（国）
5,337
（起）
13,500

１．
地域の宝

戸栗美術館建設促
進事業

7,000

（国）
　2,800
（起）
 3,100

19,600
庁舎管理事業
（●アスベスト対
策工事）

安心

基幹業務運営事業

安心
２．
日本一の健
康長寿

中核的病院整備推
進事業

その他

活力

763
　アスベスト調査の結果、庁舎及び別館機械
室等にアスベストの含有(60％)が判明したた
め、封じ込め工事を行う。

発展
１．
地域の宝

●
「大川内山」エコ
ミュージアム構想
策定事業

5,000
（国）
2,000 3,000

1,100

　焼き物文化の情報発信拠点として、文化、

観光振興などに寄与する戸栗美術館の建設に

並行して、歩行橋を整備するにあたり、設

計、地質調査を行う。

7,697

14,412

　広域圏組合による電算業務の共同処理の廃

止に伴い、新システムへのデータ移行等を実

施する。

・委託料（人事給与システム機器） 1,716千円

・使用料（人事給与システム機器） 2,262千円

   （基幹業務ｻｰﾊﾞｰ・周辺機器等）10,434千円

　救急医療や高度医療に対応できる医療環境
の充実を目指し、中核的病院の整備を推進す
る。
・報償費
 （基本計画策定委員会）　　      　282千円
・旅費
  (費用弁償52千円・普通旅費328千円)380千円
・委託料
 （中核的病院整備基本計画策定支援業務）
　　　　　　　　　　　　　　　 　7,035千円

　窯元群の町並み、史跡指定地に加え、新た

に建設される戸栗美術館など、歴史に根ざし

た伝統文化をはじめとする地域資源を活用し

た大川内山の一体的な発展方策を検討する。

7,697

14,412

資料　p25

資料　p26
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特定財源 一般財源
説 明事 業 費

財 源 内 訳キー
ワード

５つの
まちづくり

事 業 名

各種訪問団交流事
業

600発展

　「住みたいまち伊万里・行きたいまち伊万

里」の実現に向けて、市民との協働によるま

ちづくり活動に取り組むため、市民参加の

ワークショップや学習会等を開催する。

600

　中国を始め東アジアとの経済交流や文化交

流を促進することを目指して各種訪問事業等

（年間分）を行う。

・旅費    　　　　　　　　  　540千円

・報償費等　　　　　　　 　　　60千円

　市民と行政の協働による新しい伊万里、楽

しい夢のあるまちづくりを実現するために、

市民から夢づくり計画やアイデアを募集して

支援を行う。

・18年度新規分　4事業　1,686千円(1年目)

・17年度継続分　3事業　  795千円(2年目)

・16年度継続分　3事業　　630千円(3年目)

3,111

400

2,497

3,111活力 市政改革
21世紀市民ゆめづ
くり計画支援事業

活力 市政改革
民間活動フォロー
アップ事業

活力
２．
日本一の健
康長寿

食を活かしたまち
づくり事業

600

発展
３．
生き生きと
働ける

伊万里･アジア
ネットワーク事業

6,873

発展 市政改革
協働のまちづくり
活動推進事業

400

（県）
　519 6,354

　中国を中心とした東アジアをターゲット

に、伊万里の持つ資源を活用した経済活性化

策を実施する。

○委託料　　　　　　　　　　  5,633千円

・大連市伊万里市交流センター調査研究事業

                             1,504千円

・伊万里梨中国進出事業         944千円

・伊万里焼中国進出事業       1,405千円

・中国バイヤー日本招聘         280千円

・ｱｼﾞｱﾈｯﾄﾜｰｸ・ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ      1,500千円

○諸経費　　　　　　        　1,240千円

・旅費　大連市伊万里市交流センター

　　　　調査研究着任分         385千円

        商社等との協議　　 　　504千円

・報償費､需用費､使用料等　　　 351千円

（国）
2,985 △ 488

　国の補助事業（電源地域産業育成支援事業

費補助金）の内定に伴い、ふるさと薬膳メ

ニューと加工品の開発事業を拡充(当初：4/

回⇒補正後：8/回)する。

600

　市民との協働による新しいまちづくりの活

動や、独創性のある市民のまちづくりに対し

て支援を行うことにより、活動の活性化や市

民主体のまちづくり、元気なひとづくりを行

う。

・18年度新規分　1事業　  200千円(1年目)

・17年度継続分　2事業　  400千円(2年目)

資料　p27

資料　p28

資料　p29

資料　p30
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特定財源 一般財源

千円 千円 千円

（県）
1,745
（諸）
595

（国）
272

（起）
300

（県）
10,020

2,562

822

（負）
1,188

50

　車椅子のまま利用できるリフト付タクシー

を運営しているいまりタクシーに対し、補助

を行う。

・補助金　50千円

　市内の中心部や観光地等の障害者トイレが

ある主な施設に案内看板を設置する。

・設置箇所　伊万里駅、伊万里・有田焼

　　　　　　伝統産業会館、伊万里市民

　　　　　　図書館、中央駐車場

安心
●
重度身体障害者移
動支援事業

50

　障害者自立支援法の施行に伴い、障害程度

区分の認定に係る審査判定業務を有田町と共

同で行う。

・負担割合　平等割　　　　20/100

　　　　　　障害者人口割　20/100

　　　　　　総人口割　　　60/100

安心
●
障害程度区分認定
事業

3,750

腎臓病患者通院介
護支援センター支
援事業

300 300

　通院介護支援センターの運営を行う佐賀県

腎臓病患者連絡協議会に対し、補助を行う。

・人工透析患者数　136名

安心

安心

安心

精神障害者小規模
作業所支援事業

1,150

　精神障害者の小規模作業所である草の根作

業所に対し、補助を行う。

　（年間）　（当初）　（補正額）

　4,790千円－1,300千円＝3,490千円

・負担割合　県1/2　市1/2

　（市1/2には、有田町・唐津市・武雄市

　　からの按分負担額を含む）

障害者地域生活援
助事業

　日常生活の援助を受けながら、地域で共同

生活（グループホーム）する障害者に対し、

支援を行う。

※障害者自立支援法施行に伴い、精神障害者

を追加する。

・対象者　　5名

・負担割合　国1/2　県1/4　市1/4

（県）
2,463

説 明事 業 費
財 源 内 訳

　障害者小規模通所授産施設を運営する社会

福祉法人国見の里（伊万里作業所）及び社会

福祉法人桑梓舎（椿作業所）に対し、補助を

行う。

　　　　　（年間）　（当初）　（補正額）

・国見の里　10,350千円－3,320千円＝7,030千円

・桑梓舎　　10,000千円－3,320千円＝6,680千円

・負担割合　国1/2　県1/4　市1/4

民　生　費

3,690

キー
ワード

安心 13,710

５つの
まちづくり

事 業 名

障害者小規模通所
授産施設支援事業

3,490

3,285

安心 109681
●
障害者トイレ案内
看板設置事業

資料　p31
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特定財源 一般財源
説 明事 業 費

財 源 内 訳キー
ワード

５つの
まちづくり

事 業 名

（国）
2,400

（県）
3,194 1,598

2,101

　小学校就学前児童のインフルエンザ予防接

種に要する費用の一部を助成し、保護者の負

担軽減を図る。

・1,000円/人の定額助成

（2回目の予防接種を受けた場合に限る）

236

　平成１２年度に策定した「人権教育のため

の国連１０年伊万里市推進計画」の期間満了

（平成１６年１２月）に伴う、次期推進計画

を策定する。

・H18　懇話会等による計画案作成

・H19　基本計画冊子及び概要版作成

1,010

安心

４．
安心して子
供を生み育
てる

幼児インフルエン
ザ予防接種費助成
事業

2,101

安心
２．
日本一の健
康長寿

安心

安心
２．
日本一の健
康長寿

●
人権教育・啓発基
本方針策定事業

236

老人クラブ活動事
業

3,299

●
老人福祉センター
改修事業

1,682

　平成１７年度に実施した老人福祉センター

の耐震調査の結果、南北の揺れに対する強度

が基準値を満たしていなかったこと、さらに

男女共用であるトイレを男女別々のトイレに

改修するため、基本設計及び実施設計を行

う。

・基本設計委託料　　359千円

・実施設計委託料　1,323千円

8,196

　各町において敬老会を開催し、８８歳及び

１００歳以上の高齢者に対し祝金を支給する

とともに、最高齢者に記念品を贈呈する。

○敬老会開催委託料　　5,519千円

○敬老祝金等　　　　　2,677千円

　・88歳　　　　　　　 10,000円/人

　・100歳以上　　　　  20,000円/人

1,929

　伊万里市老人クラブ連合会及び各町単位老

人クラブに対し、補助を行う。

・市老人クラブ連合会活動事業費補助金

　　　　　　　　　　　　　　1,509千円

・単位老人クラブ活動事業費補助金

　　　　　　　　　　　41,800円/クラブ

安心
２．
日本一の健
康長寿

敬老会開催事業 8,196

4,792

　保育園児でない在宅の乳幼児を一時的に保
育所において保育する。

・負担割合　国1/3　県1/3　市1/3

安心

４．
安心して子
供を生み育
てる

延長保育促進事業 4,800 2,400

　保護者の就労時間等に対応するため、保育

園の開所時間（１１時間）を超えて３０分の

延長保育を行う保育園に対し補助を行う。

・交付先　　私立保育園　16か園

・補助金　　300千円/園

・負担割合　国1/2　市1/2

安心

４．
安心して子
供を生み育
てる

一時保育促進事業

（県）
1,370

（国）
672

- 7 -



特定財源 一般財源
説 明事 業 費

財 源 内 訳キー
ワード

５つの
まちづくり

事 業 名

（県）
8,466
（起）
10,700

（寄）
1,000

千円 千円 千円

（国）
2,154

2,149

3,759

　３歳～小学校就学前の児童について、入院
時の医療費に係る自己負担額の一部を助成す
る。
・助成額　保険給付の一部負担金（高額療
　　　　　養費等除く）の1/2

718

○母子家庭自立支援教育訓練給付金
　母子家庭の母が、指定の講座を受講した際
に、支払った経費の一部を助成する。
・助成率　4/10（上限200千円）
○母子家庭高等技能訓練促進費（新規）
　母子家庭の母が養成機関において２年以上
のカリキュラムを修業し、対象資格（保育士
等）の取得が見込まれる者に対し、修業期間
の１／３に相当する期間に訓練促進費を支給
する。
・補助金　103千円/月（上限12ヶ月）

　立花児童クラブにおいて、現在空き教室を

利用しているが、人数増により手狭になった

ため、新規に専用の施設を建設する。

・建築面積　軽量鉄骨平屋建　177㎡

・定員数　　100名（現利用児童数84名）

安心

４．
安心して子
供を生み育
てる

●
こども医療費助成
事業

2,149

安心

４．
安心して子
供を生み育
てる

留守家庭児童クラ
ブ専用施設整備事
業

22,925

安心

４．
安心して子
供を生み育
てる

母子家庭自立支援
給付金事業
（●母子家庭高等
技能訓練促進費）

2,872

　市民と協働で子育て応援活動を推進するた
め、子育て応援基金を設置する。

安心

４．
安心して子
供を生み育
てる

●
子育て応援基金

1,000

衛　生　費

安心
２．
日本一の健
康長寿

肝疾患対策事業
（●職域肝疾患検
診事業費補助金）

386 386

　佐賀県において新たに職域における肝疾患

検診に対する支援事業が創設されたため、検

診を実施する県医師会に対し支援を行う。

・市補助金

（検診費3,554円－徴収金700円）×270人

×1/2＝386千円

※県補助金1／2は県医師会へ直接補助

地域小児医療体制
整備事業

7,500

安心

４．
安心して子
供を生み育
てる

親子ふれあい交流
事業

50

安心

４．
安心して子
供を生み育
てる

　健康づくり週間に、次世代育成支援の一環
として、親子のふれあいや食育に関する催し
を実施する。
・事業内容　親子でたのしい運動
　　　　　　ふれあいクッキング
　　　　　　育児相談など

7,500

　西部保健医療圏（伊万里市、有田町）にお

ける小児医療体制の充実を目指し、市民病院

と有田共立病院における小児科医師の確保に

要する経費や増員した小児科医師の人件費等

について、その費用の一部を負担する。

・事業主体　西部保健医療圏（幹事 有田町)

・金額　　　15,000千円（限度額）×1/2

※県補助金1／2は西部保健医療圏へ直接補助

25
（国）

25

資料　p31
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特定財源 一般財源
説 明事 業 費

財 源 内 訳キー
ワード

５つの
まちづくり

事 業 名

（諸）
600

（国）
8,370
（県）
8,389

　健康長寿のまちづくりを推進するため各種事
業を行う。
①たっしゃか推進員養成
　　養成講座講師謝礼ほか
②たっしゃか体操普及事業
　　各地区普及活動経費
③私の町のおすすめ簡単「家庭の味」普及事業
　　小・中学校での調理実習材料費
④健康づくり推進のつどい
　　講師謝礼ほか
※財源　佐賀県国民健康保険団体連合会 10/10

750

　不妊治療における人工授精・高度生殖医療
は健康保険適用外であるとともに、治療費が
高額であることから、その治療費の一部を助
成し、不妊で悩む家庭の経済的負担の軽減を
図る。
・補助金　　15人×50千円
・補助期間　5年間／世帯
・補助内容等
　人工授精を含む不妊治療に要する経費
　所得制限なし

安心
２．
日本一の健
康長寿

安心

４．
安心して子
供を生み育
てる

●
不妊治療エンゼル
サポート事業

750

●
健康長寿のまちづ
くり推進事業

600

安心
●
ＡＥＤ整備推進事
業

1,553

296

　受益戸数が概ね10戸以上で、国、県からの

助成がなく共同施工により実施される小規模

下排水路整備に対し補助を行い、安定した生

活環境の維持を図る。

・補助金　　　593千円×1/2≒296千円

・交付先　　　塩屋地区（黒川町）

・補助内容　　下排水路復旧工事

・受益戸数　　20戸

安心
浄化槽設置整備事
業

25,167

1,553

　平成１６年７月から一般市民もＡＥＤ（自
動体外式除細動器）が使用できるようになっ
たため、公共施設等にＡＥＤを配備し、市民
等の突然の心停止に備え、救命率の向上を図
る。

・配備数　　23台

・配備先

　市役所、市民センター、老人憩いの家、

　各町公民館、国見台公園管理事務所など

　　　　　　　　　　　　　　　計22ヵ所

8,408

　浄化槽を設置する家庭に対し補助を行い、

生活排水による公共水域の水質汚濁の防止を

図る。

・補助金

　5人槽　 4基×342千円＝ 1,368千円

　7人槽　51基×414千円＝21,114千円

　10人槽　5基×537千円＝ 2,685千円

・負担割合　国1/3　県1/3　市1/3

9,861

　リサイクル推進及びごみ減量化対策の一環

として､資源ごみの回収団体並びに回収業者

組合に対し補助を行う。

・回収団体数　　　179団体

・回収業者組合数　  2組合

安心

安心
資源ごみ回収奨励
事業

9,861

小規模下排水路整
備事業

296

資料　p32

資料　p33
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特定財源 一般財源
説 明事 業 費

財 源 内 訳キー
ワード

５つの
まちづくり

事 業 名

千円 千円 千円

千円 千円 千円

　ごみの適正排出及び減量化・再利用化を図

るため、ごみ集積所の設置費に対し補助を行

う。

・ごみ集積所整備　　 25基

・資源ごみ集積所整備　1件

安心
環境保全創造住民
活動支援事業

1,350 350

 資源循環型社会形成に向け地域環境づくり

に取り組んでいる「伊万里環の里計画事業」

に対し補助を行う。

・交付先　　クリーン伊万里市民協議会

（繰）
1,000

安心

●
プラスチック製容
器包装分別収集事
業

23

658
ごみ集積所整備費
補助事業

658

23

　資源化率の向上、リサイクル意識のさらな

る醸成及びごみの減量化を促進し、資源循環

型社会の形成を図るため、プラスチック製容

器包装分別収集に向けて、本年度から事前調

査を行う。

・備品購入費　デジタル吊り秤　2個

・事業内容

　ごみ対策協議会委員等を対象として、家庭

からのプラスチック製容器包装の排出量を調

査する。

労　働　費

活力
伊万里地区労働者
福祉協議会支援事
業

900 900

　勤労者の福利厚生の向上を目的とする伊万

里地区労働者福祉協議会に対し、補助を行

う。

・補助金　900千円

安心

活力
●
農地情報効率化対
策事業

農　林　水　産　業　費

4,515
（県）
4,063 452

 農地（地図）情報を電子化することによ

り、地図作成など事務の効率化を図る。

・備品購入費：農地地図情報システム

・補助率　　県9/10

活力
５．
活力ある農
業の育成

中山間地域等直接
支払交付金事業

178,307
（県）
133,844 44,463

　中山間地域において、農業生産条件の不利

を補い、耕作放棄地の発生を防止するととも

に、農業、農村が有する水源かん養、洪水防

止等の多面的機能の維持増進を図るため、交

付金を交付する。

○交付金　　　　177,849千円

・集落協定数　  71集落

・補助率　　　　国1/2　県1/4　市1/4

○推進事業費  　458千円(定額)
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特定財源 一般財源
説 明事 業 費

財 源 内 訳キー
ワード

５つの
まちづくり

事 業 名

活力
５．
活力ある農
業の育成

新たな米政策対策
事業

20,034
（県)
15,868 4,166

　生産組織の育成､強化による良質な米､麦､

大豆の安定的供給を確立するため､生産組織

が実施する高性能機械導入等の経費に対し補

助を行う。

○担い手育成条件整備事業等

・事業主体　　古賀営農組合ほか6組合1個人

・事業内容　　省力化等に必要な高性能機械

　　　　　　　　施設の導入

・対象事業費　40,660千円

・補助金　　  19,484千円

・補助率　　　県 1/2(1/3)　市 1/10

○集落型経営推進推進事業等

・事業主体　　伊万里市農協他2組合

・事業内容　　研修会、実証圃設置等

・対象事業費  1,155千円

・補助金　    550千円

・補助率　　　県 1/2(1/3)　市－(1/6)

活力
５．
活力ある農
業の育成

農業・食品強化対
策整備交付金事業

9,613
（県）
9,613

　効率的な農業経営を展開するため、病害虫
防除の省力化と労働時間の低減を目指し無人
ヘリコプターを導入する経費に対し補助を行
う。
・事業主体　　伊万里市農協

・事業内容　　無人ヘリコプター

・対象事業費　28,839千円

　　　　　　　(9,613千円×3台)

・補助金　　　9,613千円

・補助率　　　県（国）1/3

安心
５．
活力ある農
業の育成

有害鳥獣対策事業 4,041 4,041

　農作物に深刻な被害をもたらす有害鳥獣の

駆除と被害防止対策に要する費用の一部を補

助する。

①被害防止対策費（電気牧柵等）

　　　　　 (当初)   (補正)

・はこ罠　　50台 ⇒ 40台

・くくり罠　60台 ⇒ 57台

・電気牧柵　 0台 ⇒163台

・補助金　　　 1,541千円

②猪捕獲報償金

・対象事業費　7,500千円

              (7,500円×1,000頭)

・補助金　　　2,500千円

活力
５．
活力ある農
業の育成

●
若い農業者就農促
進事業

240 240

　就農前の技術取得を促進し、優れた技術・

経営能力を持った青年農業者を確保するため

に、就農研修資金の償還額の一部を助成す

る。

・償還減免対象者　2名

・償還減免額

  600千円×2名×1/5=240千円

・補助率　県4/5　市1/5

資料　p34
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特定財源 一般財源
説 明事 業 費

財 源 内 訳キー
ワード

５つの
まちづくり

事 業 名

活力
５．
活力ある農
業の育成

グリーンツーリズ
ム推進事業

3,748
（県）
2,749 999

　本市の特色ある農畜水産物の魅力を市内外
にアピールすることにより、農畜水産物の適
正な評価と人的交流を促進し、農村への活力
増進を図る。
・グリーンツーリズム担い手育成
　事業費314千円（事業主体：伊万里市）

・農業・農村へ直接触れ合う体験

　事業費828千円（事業主体：伊万里市）

・都市中心部での情報発信、物産等ＰＲ

　事業費856千円（事業主体：伊万里市）

・梅園を活用した都市農村交流促進

　事業費400千円（事業主体：伊万里市農協）

・農村レストランの整備推進

　事業費3,100千円（事業主体：伊万里市農協）

 ※負担割合

　　　事業主体が伊万里市の場合

　　　　　　県：1/2   市：1/2

      事業主体が伊万里市農協の場合

　　　　　　県：1/2 伊万里市農協：1/2

　園芸（果樹、野菜）を経営の柱とする自立
専業農家の育成、確保を図るため、農業用機
械や施設を導入する経費に対し補助を行う。
・事業主体　　伊万里市農協きんかん部会
　　　　　　　ほか5部会
・対象事業費　110,899千円
・補助金　　   50,474千円
・補助率　　　県1/3（1/2）　市1/10

活力
５．
活力ある農
業の育成

魅力あるさが園芸
農業確立対策事業

50,474

　伊万里牛の銘柄確立(関西市場での共励会)

と販路拡大(東京市場)を図り、伊万里牛の生

産振興を促進する。

○伊万里牛振興会に対する補助金

・対象事業費　4,600千円

・補助金　　　1,961千円

活力
５．
活力ある農
業の育成

さが畜産自給力強
化対策事業

5,633
（県）
4,333 1,300

　肥育素牛の生産体制の確立と家畜糞尿の適

正処理や自給飼料の増産のための機械､施設

等の整備費に対し補助を行う。

・事業主体　　大川繁殖牛組合他２組合

・事業内容　　牛舎の整備､機械の導入等

・総事業費　  15,671千円

・補助金　    5,633千円

・補助率　　　県1/3　市1/10

活力
５．
活力ある農
業の育成

小規模土地改良事
業

10,000

1,961
伊万里牛振興会支
援事業

1,961

　国、県の採択基準に適合しない農道舗装、
水路改良等の小規模な土地改良事業に対して
補助する。
・対象事業費　20,000千円
・補助金　　　10,000千円
・補助率　　　1/2

活力
５．
活力ある農
業の育成

活力
５．
活力ある農
業の育成

基盤整備促進事業 39,565

（分）
6,150
（県）
28,905

4,510

　水田の嵩上げ、排水路の改修等の基盤整備

により生産性の向上及び効率的・安定的な農

業経営を図る。

・地 区 名　西八谷搦地区

・負担割合　国55％ 県15％ 市15％ 地元15％

10,000

（県）
39,383 11,091

資料　p35

資料　p36
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特定財源 一般財源
説 明事 業 費

財 源 内 訳キー
ワード

５つの
まちづくり

事 業 名

活力
５．
活力ある農
業の育成

県単さが農業農村
振興整備事業

4,001
（県）
1,800 2,201

　中山間地域が果たす多面的機能等の維持を

図るため小規模な農業生産基盤の整備を行

う。

・地 区 名　　東田代地区(大川町)

・工事内容  　用排水路整備　Ｌ＝130ｍ

・負担割合  　県45％　市55％

　国庫補助の適用を受けない老朽ため池の改

修事業で、災害を未然に防止し、農地等の保

全及び農業経営の安定を図る。

・地 区 名　  新堤地区(東山代町脇野)

・負担割合　  県50％　市35％　地元15％

安心
５．
活力ある農
業の育成

ツル越冬事業 3,022

（分）
750

（県）
2,500

1,751
ため池災害防止事
業

5,001

　ツルの越冬を促進するために環境整備を行
い、ツルの越冬誘致を図る。
・事業内容
    技術指導謝礼               189千円
　　餌代等                     344千円
    ツル監視・給餌業務委託料  1,265千円
　　寝床等借上料　 　　     　1,224千円

活力
５．
活力ある林
業の育成

森林を守る交付金
事業

25,000
（県）
18,750 6,250

　適切な森林整備の推進を通じて、森林の有

する多面的な機能を発揮し、森林施業の実施

に不可欠な地域における活動の確保を図るた

めに支援を行う。

○交付金　　　25,000千円

・協定数　    47地区

・補助率　　　国1/2　県1/4　市1/4

発展
１．
地域の宝

　県代行事業として整備を進めている林道の

用地測量を行うとともに、用地を購入する。

①大川眉山線（H9～H20）

・事業量　用地購入　　Ａ＝6,170㎡

　　　　　用地測量　　Ａ＝8,730㎡

②滝野線（H7～H22）

・事業量　用地購入　　Ａ＝ 4,000㎡

活力
５．
活力ある漁
業の育成

沿岸漁業振興特別
対策事業（補助）

2,550
（県）
1,700 850

　クルマエビセンター内養殖池のスクリーン

老朽化による稚エビの流失で生産量の確保が

困難になっているため、スクリーンの改修を

行う。

・事業主体　　波多津漁業協同組合

・事業内容　　スクリーン改修事業

・負担割合　　県1/2　市1/4　地元1/4

活力
５．
活力ある農
業の育成

波多津漁港改修事
業（単独）

1,000

2,970林道整備事業 2,970

　平成８年から平成１３年に実施した高潮対

策事業により、家屋に被害を及ぼしているた

め、損害賠償算定のための家屋事後調査を行

う。

・委託料(家屋被害調査業務)　　1,000千円

活力
５．
活力ある農
業の育成

1,000

（県）
550 2,472

資料　p37

資料　p38
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特定財源 一般財源

千円 千円 千円

（国）
400

（国）

　伊万里川河畔を市民納涼の場（屋台村）と

して活用し、中心市街地の活性化を図る事業

に対し支援を行う。

・実施場所　伊万里川河畔

・実施期間　7月15日～30日までの土曜日

            日曜日

・実施主体　伊万里川河畔屋台村実行委員

            会

活力
１．
地域の宝

●
市内企業ウォッチ
ング事業

110 110

　市内企業の状況や事業内容を多くの市民に

知ってもらうことで、市内企業に対する理解

を促すとともに、若年者の市内への就職促進

を図ることを目的に、また、名村造船所の進

水式等を観光資源につなげていくための可能

性を探る試験的な事業として、市内大手企業

の見学会を実施する。

・募集対象　市民100人程度

・開催回数　2回

活力

５．
農林水産業
と中心市街
地が輝く

340850

商店街活動強化事
業

1,310 1,310

510
伊万里川河畔屋台
村設置事業

活力

３．
生き生きと
働ける

活力

活力

５．
農林水産業
と中心市街
地が輝く

　市内の中小企業が行う新商品等の開発に対

し、その経費の一部を助成する。

・補助金　　　  開発経費の1/2以内

・補助金限度額　1,000千円

　若年者の労働力確保と人材育成事業を行う

伊万里商工会議所雇用対策推進委員会に対し

支援を行う。

・主な事業

　ふるさと企業ガイドブックの作成

　市内高校の先生（進路指導）の市内企業

　視察、懇談会

３．
生き生きと
働ける

　中心商店街の賑わいと活気を創生するた

め、商店連合会が行う商店街活性化事業に対

し支援を行う。

・主な事業

　伊万里えびす祭、いまりさくらまつり、

　土曜夜市等

6001,000

ふるさと企業推奨
事業

120

説 明事 業 費
財 源 内 訳

　第三セクターである松浦鉄道の永続的な運

営のため、設備改善等の経営強化に対し支援

を行うとともに、松浦鉄道協力会に対して助

成する。

・松浦鉄道協力会補助金　　 100千円

・松浦鉄道支援補助金　　24,535千円

　車両更新などの鉄道近代化や老朽施設の

　整備に対する沿線自治体の補助金

　期　間　H18～25（8ヵ年）

　合計額　170,526千円

商　工　費

24,635

キー
ワード

活力 24,635

５つの
まちづくり

事 業 名

松浦鉄道支援事業

120

新商品等開発支援
事業

資料　p39

資料　p40
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特定財源 一般財源
説 明事 業 費

財 源 内 訳キー
ワード

５つの
まちづくり

事 業 名

千円 千円 千円

（国）
1,120

（国）
1,020

（国）
452

千円 千円 千円

活力
１．
地域の宝

土　木　費

安心 道路維持事業 60,275 60,275

活力
１．
地域の宝

活力
１．
地域の宝

活力
３．
生き生きと
働ける

ふるさと伊万里応
援団事業

1,009

46

　大川内山の世界遺産登録に向けて、先進地

の取り組みを研究するとともに、気運を高め

るため、大川内山の路地に名前を付け路地案

内標識の設置を行う。

スタンプラリー開
催支援事業

150

世界遺産登録推進
事業

46

150

　観光客の市内回遊方策として、観光協会が
実施する「スタンプラリー事業」に対し支援
を行う。
・スタンプ設置箇所
　10箇所（海のシルクロード館ほか）
・実施期間
　春・夏・秋・冬の4シーズン
　（各3ヵ月間）

観光ボランティア
ガイド養成事業

145

678
　トンテントン祭りの広報・宣伝活動を行

う観光協会に対し支援を行う。

いまりトンテント
ン祭り事業

1,130

87

　来訪者に対する満足度を高め、リピーター

の増加を目指すなど観光客誘致促進を図るた

め、観光ボランティアガイドを養成する。

・現在登録者数　30人（H18.4.1現在）

・平成18年4月から本格稼動

活力

５．
農林水産業
と中心市街
地が輝く

活力

５．
農林水産業
と中心市街
地が輝く

いまり秋祭り事業 2,551

1,009

　市独自の立地勧奨手段として、本市出身

者、縁故者等による「ふるさと伊万里応援

団」を組織し、関東、関西、中京地区におけ

る情報収集、発信を行う。

・関東地区（H12設置）　16人

・関西地区（H13設置）　11人

・中京地区（H16設置）　 6人

1,680

　伊万里の夏祭りとして定着している「どっ

ちゃん祭り」の実施に対し支援を行う。

・実施主体　伊万里の夏・どっちゃん祭り

　　　　　　実行委員会

1,531

　トンテントン祭りと同時に開催される「い

まり秋祭り」を運営する振興会に対し支援を

行う。

・実施主体　いまり秋祭り振興会

活力

５．
農林水産業
と中心市街
地が輝く

どっちゃん祭り事
業

2,800

市内全域の市道の維持管理に要する経費

・委託料　　　   500千円

・工事請負費  56,000千円

　 （うち当初 10,000千円）

・原材料費　  17,500千円

　 （うち当初  5,000千円）

・用地購入費   1,075千円

・補償費　　　   200千円

（国）
58

資料　p41
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特定財源 一般財源
説 明事 業 費

財 源 内 訳キー
ワード

５つの
まちづくり

事 業 名

（起）
29,100

（国）
16,000
（起）
18,000

（国）
12,100
（起）
7,400

（国）
29,000
（起）
13,000

（国）
2,000
（起）
2,200

6,735
・防護柵設置工事等　L=400m
・反射鏡設置等　　　26基

1,500

△ 120

市道立岩・東分線（H18～H22）　※新規路線

・改良延長　L=900m

・道路幅員　W=5.0m

・本年度の事業内容

　測量設計業務委託、用地買収

12,515

　平成１７年度から、地域再生計画に基づく

市道整備について、道整備交付金事業として

実施する。

・事業期間　H17～H21

・本年度の事業内容

　市道重橋・中山線ほか４路線

　補償調査業務委託、本工事、用地買収

　物件移転補償

都市再生道路整備
事業

37,431

市道整備事業 30,600

市道改良事業
　市道古川・村分線ほか１１路線
　（１２路線のうち市道松島・瀬戸線は当初予算措置）
　・委託料　　 1,500千円
　・工事請負費28,000千円
    （うち当初 3,700千円）
　・用地購入費 8,150千円
　  （うち当初 4,800千円）
　・移転補償費 1,750千円
  　（うち当初　 300千円）

3,431

市道栄町・永山線（H17～H22）

・改良延長　L＝700m

・道路幅員　W=7.0m（車道部5.5m）

・本年度の事業内容

　本工事  　L=28m（換算延長）

　路床支持力調査、立木補償調査業務委託

　用地買収、立木補償

活力

活力

活力

活力 道整備交付金事業 54,515

地方道路交付金事
業

20,570 1,070

市道提川・川西線（H15～H18）

・改良延長　L=744m

・道路幅員　車道部W=5.5m

　　　　　　歩道部W=3.0m（片）

・本年度の事業内容

　本工事　  L=220m（舗装）

交通安全総務事業
（２種事業）

6,735

●
辺地対策事業 19,880活力

安心
１．
地域の宝

安心

　交通弱者の安全確保のため、既存歩道の段

差解消工事を行う。

・事業箇所　市道延命橋線

・事業期間　H16～H20

・事業延長　L=600m

・本年度の事業内容

　本工事　  L=100m

540
交通安全施設整備
事業

4,740

（起）
20,000

資料　p42

資料　p43

資料　p44

資料　p45
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特定財源 一般財源
説 明事 業 費

財 源 内 訳キー
ワード

５つの
まちづくり

事 業 名

（国）
18,000
（県）
18,000
（起）
16,200

（国）
6,000
（起）
9,000

（起）

1,800

（起）

（国）
1,200

安心 河川管理事業 1,400 1,400 ・河川浚渫工事

△ 4,670

白野川（H13～H19）

・施工延長  L=560m

・護岸工事  A=3,120㎡

・橋りょう　2基

・堰　　　　1基

・用地買収  A=6,184㎡

・本年度の事業内容

　本工事L=70m、農道橋1基、測量設計

　地質調査、用地買収A=181.68㎡

　水道管移設（本設）補償

・補助率　国1/3　県1/3

17,156

都市基盤河川改修
事業

47,530

2,156

煤屋川（H17～H26）

・施工延長  L=840m

・護岸工事  A=5,403㎡

・橋りょう　5基

・用地買収  A=7,856㎡

・物件補償　1戸

・本年度の事業内容

　用地測量・設計、用地買収A=800㎡

・補助率　国1/3

安心

安心 河川局部改修事業 2,500

安心 総合流域防災事業

225

　伊万里らしい都市景観の形成を目的に、都

市景観基本計画の策定や景観法に基づく都市

景観条例の制定に向けた庁内研究並びに市民

意識を高めるため、都市景観賞を設けるなど

の啓発活動を行う。

・都市景観賞（2点）

　デザイン部門

　ふるさと景観部門

活力 土地取得事業 68,371 51,200

700
・河川局部改修工事

　西新田川

17,171

　開発公社で先行取得していた駅周辺公共施

設用地について、年次的に買戻しを行う。

・買戻期間　H18～H21

・買戻総額　450,185千円

・本年度の買戻対象

　伊万里駅東駅ビル用地

　東駅ビル前ロータリー

1,800

　古伊万里の積出港（伊万里津）としての歴

史が感じられ、また焼き物のまちのイメージ

が前面に出るような市街地の修景整備を図る

ため、その指針となる計画の策定を行う。

発展
１．
地域の宝

発展
１．
地域の宝

●
伊万里を感じる街
並み修景整備計画
策定事業

3,000

●
都市景観形成事業 225

資料　p46

資料　p48

資料　p49

資料　p50

資料　p47
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特定財源 一般財源
説 明事 業 費

財 源 内 訳キー
ワード

５つの
まちづくり

事 業 名

（国）
94,800
（起）
106,600

（国）
8,800
（起）
9,900

（起）
15,200

（国）
15,000
（起）
13,500

（起）
3,000

（諸）
2,500

活力
１．
地域の宝

●
「大庄屋前田家」
利活用調査事業

287

2,059

陣内白野線（H16～H22）

・計画整備延長L=420m

・幅  員      W=12m（2車線）

・本年度の事業内容

　本工事L=30m、用地買収A=2,459㎡

　補償費、建物再調査委託

活力
都市計画道路整備
事業
（大坪木須線）

225,855

287

　江戸時代後期に建設された「大庄屋前田

家」が「２２世紀に残す佐賀県遺産」の認定

を受けたことから、地域の歴史文化研究の場

として、また市街地活性化の資源としての利

活用について調査研究を行う。

24,455

大坪木須線（H16～H20）

・計画整備延長L=740m

・幅  員      W=22m（4車線）

・本年度の事業内容

　本工事L=150m、用地買収A=888㎡

　立木・上水道補償

5,105

　県道伊万里有田線（都市計画道路・伊万里

駅南口線）の整備（県事業）に伴う市道の取

付工事を行う。

・事業期間　H16～H19

・本年度の事業内容

　用地買収  A=242.49㎡

　補償費    2戸

活力

活力
伊万里駅南口線関
連事業

20,305

都市計画道路整備
事業
（陣内白野線）

20,759

△ 263

伊万里ファミリーパーク

（いまり夢みさき公園）

・事業期間　H12～H21

・本年度の事業内容

　実施設計、園路整備、市民記念樹の森整備

・補助率　国1/2

安心

●
伊万里駅前線安全
施設設置事業

1,000

安心

４．
安心して子
供を生み育
てる

都市公園整備事業
（補助）

28,237

安心

４．
安心して子
供を生み育
てる

都市公園整備事業
（単独）

3,932

安心

●
あさひが丘公園施
設整備事業

2,500

932

伊万里ファミリーパーク

（いまり夢みさき公園）

・事業期間　H12～H21

・本年度の事業内容

　修景施設、案内標識整備

　（財）自治総合センターのコミュニティー
助成制度を活用し、あさひが丘公園にトイレ
を設置する。
・実施主体　あさひが丘区

1,000

　東西駅ビル間の道路横断を抑止するため、

中央線上にガードコーン等を設置する。

・設置場所　ペデストリアンデッキ下

・設置本数　34本（抑止掲示用アーチ1本）

資料　p51

資料　p52

資料　p53

資料　p54
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特定財源 一般財源
説 明事 業 費

財 源 内 訳キー
ワード

５つの
まちづくり

事 業 名

（国）
148,899
（起）
186,800

千円 千円 千円

千円 千円 千円

安心
地域住宅交付金事
業

328,800 △ 6,899

　老朽化が著しい市営住宅について、平成17

年度から創設された地域住宅交付金制度を活

用し改修工事等を行う。

・事業期間　H17～H21

・総事業費　664,430千円

・補 助 率　事業費の4.5／10

・本年度の事業内容

　事業場所　5市営住宅（楠久第2、立花、

　　　　　　大坪、立岩、大久保）

・事業内容　外壁等改修工事

　　　　　　手摺設置工事

　　　　　　給水・ガス管改修工事

　　　　　　浄化槽改修工事

消　防　費

安心
消防施設整備支援
事業

1,200 1,200

　防火水槽新設費補助金

・地区名　　　大川町立川地区

・補助率　　　事業費の7/10以内

・補助限度額　1,200千円

安心
非常備消防車両等
整備事業

10,762 1,362

　各地区消防団に配備されている小型動力ポ

ンプ付積載車において配置後２１～２２年経

過したものについて、更新を行う。

・更新対象分団　黒川1部、二里3部、松浦3部

教　育　費

活力

４．
安心して子
供を生み育
てる

特色ある学校創造
事業

4,000
（繰）
4,000

　教育活動に関する予算の使途について学校

長の裁量の幅を広げることにより、創意工夫

を生かした教育活動を行い、学校の自主性、

自律性を向上させ、特色ある学校づくりを推

進する。

・委託先　　　　小中学校校長会

　へき地校区から高校へ通学する児童生徒の

保護者の経済的負担を軽減するため、通学費

の補助を行う。

・対象校区　波多津東小、滝野小、山代西小

・負担割合　県1/2　市1/2

活力

４．
安心して子
供を生み育
てる

きらきら伊万里っ
子育成事業

1,500

　児童生徒の豊かな心の育成及び自己実現の
基礎となる学力の向上をめざすため、これか
らの国際社会に対応できる人材の育成や教材
開発等を行う。
・委託先　小中学校校長会
◎委託内容
・英語教育用教材開発
・役立つ英会話ビデオ教材開発・撮影
・キャリア教育推進（職業適性検査）　等

安心
へき地校区高等学
校生徒通学費助成
事業

1,4702,940
（県）
1,470

（起）
9,400

（繰）
1,500

資料　p55

資料　p56
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特定財源 一般財源
説 明事 業 費

財 源 内 訳キー
ワード

５つの
まちづくり

事 業 名

（国）
1,050
（繰）
1,050

（国）
1,100
（県）
550

350
（県）
350

　小学校に協力員を配置し、児童の問題行動

などの早期発見・早期対応や未然防止に関す

る調査研究を行う。

・配置校　二里小、東山代小

・財源　　県委託金　10/10

安心
小学校・中学校理
科教育振興事業

2,100

　市内小中学校の理科教育備品を整備し、教
育の充実を図る。
・備品購入費
　小学校　4校×300千円＝1,200千円
　中学校　3校×300千円＝　900千円
・負担割合　　国1/2　市1/2
・配置予定校
　小学校　黒川、波多津、東山代、山代東
　中学校　啓成、南波多、滝野
※隔年ごとに、小学校4校、中学校3校を整備

安心

４．
安心して子
供を生み育
てる

●
子どもと親の相談
員活用調査研究事
業

安心 中学校建設事業 14,053

312

　博物館・美術館建設具現化の方向性を見出

すために、市民との協働による事業展開を進

めながら、伊万里にふさわしい博物館・美術

館についての市民の熟度を高める。

・市民文化フォーラムの開催

・市民所蔵品展の開催

発展
１．
地域の宝

史跡大川内鍋島窯
跡保存整備事業

2,202

14,053

　老朽化が著しい国見中学校について、年次

的に改築を行う。

・委託料　　14,053千円

・委託内容

　基本設計（全体）

　実施設計（屋内運動場）

　地質調査（屋内運動場）

552

　平成１５年９月に国史跡に指定された大川

内鍋島窯跡の将来的な保存、整備等を図るた

め、保存管理計画を策定する。

・財源　　国1/2　県1/4　市1/4

※Ｈ１７～Ｈ１８の２ヵ年事業

210

　市内には５２件の指定・登録文化財があ

り、老朽化が著しい看板や表現内容の見直し

を要するもの１４件について、年次的に設置

を行う。

・委託料　70千円×3件＝210千円

・設置箇所

　説明版…山ン寺遺跡

　案内板…山ン寺遺跡、小島古墳

発展
１．
地域の宝

発展
１．
地域の宝

指定文化財説明板
製作事業

210

博物館・美術館構
想研究事業

312

発展
１．
地域の宝

●
カブトガニ保護基
本計画策定事業

56 56

　絶滅危惧種としてレッドデータブックにも

取り上げられているカブトガニの保護を一層

進めるため、長期的な保護基本計画の策定を

行う。

・報償費　48千円

　　計画策定委員謝礼

・旅費　　8千円

　　計画策定委員費用弁償
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特定財源 一般財源
説 明事 業 費

財 源 内 訳キー
ワード

５つの
まちづくり

事 業 名

　本市の環境保護のシンボルであるカブトガ

ニについて、保護活動を充実させるために生

態展示を行う。

・説明用パンフレット印刷　218千円

・展示水槽製作委託料　　　500千円

・展示運営委託料　　　　　300千円

※展示期間

　７月中旬から８月中旬の約１ヵ月間

　自治公民館の新築又は改築を行う行政区に

対し、補助を行う。

・補助率

　新築　事業費の20%以内(上限 2,700千円）

　改築　事業費の20%以内(上限   900千円）

・対象地区　永山地区

発展
１．
地域の宝

発展
１．
地域の宝

自治公民館新改築
事業

2,700

●
カブトガニ展示観
察事業

1,018 1,018

　地域づくりの拠点である公民館の主導のも

と、特色ある地域づくりを実践するため、当

該事業を委託し、活力ある公民館活動を推進

する。

・委託料　　300千円×5館

・委託先　　市公民館連合会

活力 集会文化活動事業 173 173

　読書の大切さや意義を広く市民に浸透させ

るため、著名な作家を招致しての講演会や講

習会等を実施する。

活力
１．
地域の宝

特色ある公民館創
造事業

４．
安心して子
供を生み育
てる

親子のふれあい絵
本の読み聞かせ事
業

63

1,5001,500

2,700

4,039

63

　少子化傾向のなか、次世代を担う子ども達
に対し、乳幼児向けの絵本の読み聞かせ、イ
ベントの開催等を通じて、子育て支援、充実
を図る。
・「おはなし０１２」の開催など

活力

４．
安心して子
供を生み育
てる

ブックスタート事
業

425 425

　生後３か月を迎えた赤ちゃんとその保護者

に対し、３か月健診の折に絵本を渡すととも

に、ボランティアによる読み聞かせを行う。

活力

　現行図書館システムは、年々蓄積される図

書データにより、容量満杯の状態となってお

り、事務処理に支障をきたしている状況であ

るため、１０月からデータ容量の拡大と高速

検索システムを備えた新システムを導入す

る。

活力

平成19年度全国高
校総体開催準備事
業
（伊万里市実行委
員会補助金）

900 900

　平成１９年度に開催される全国高校総体の

ホッケー競技に関し、必要な準備を行うた

め、実行委員会に対し、補助を行う。

・年間見込額2,400千円－当初1,500千円

　＝補正額900千円

・事業内容

　総合実施計画の策定、啓発チラシ作製配布

など

活力
１．
地域の宝

●
図書館システム更
新整備事業

4,039

資料　p57

資料　p58

資料　p58

資料　p58
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特定財源 一般財源
説 明事 業 費

財 源 内 訳キー
ワード

５つの
まちづくり

事 業 名

（国）
280

活力
体育指導委員ユニ
フォーム購入費支
援事業

170

活力
１．
地域の宝

●
ウオーキング大会
開催事業

700

安心

新給食センター管
理運営事業
（●学校給食標語
募集）

59 59

　新たな学校給食センターの建設を機に、児
童生徒の「学校給食」に対する意識や学校給
食センターへの愛着を深めるため、「学校給
食」に関する標語を募集する。
・報償費　　　59千円
※市内小中学校の児童生徒から標語を募集
し、新給食センター落成式において表彰を行
う。

170

　各町に体育指導委員を配置し、スポーツの

振興・普及を図っているが、本年３月末を

もってその任期（２年）が満了し、今回新た

に１７名の委員が就任したため、新任委員の

ユニフォーム購入費の一部を補助する。

・補助金　　17名×10千円＝170千円

※体育指導委員　39名（3名/町）

420

　誰もが気軽に参加できる「歩きたくなる街

伊万里ウオーク2006（仮称）」を開催し、市

民の健康づくりを推進するとともに、全国の

ウオーキングファンへ呼びかけることによ

り、伊万里を広くＰＲする。

・委託料　　　700千円

◎内容

　①秘窯の里・鍋島コース　15㎞　約3時間

　②古伊万里コース　　　　 5㎞　約1時間

1,000

　中学校の統合により現在遊休地となってい

る黒川中学校跡地について、トイレ、水道等

を整備し、遊休市有地の利活用を図るととも

に、市民がスポーツ等に親しめる環境づくり

を行う。

・手洗場　　一式

・トイレ　　3基

活力
●
黒川中学校跡地活
用事業

1,000

資料　p59
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特定財源一般財源

　

550
　4月10日～11日の豪雨による災害

　　　道路　　1箇所　　　計　1箇所

930

　4月10日～11日の豪雨による災害

　　　田　　　4箇所
    　畑　　　2箇所　　　計　6箇所

683

　4月10日～11日の豪雨による災害

　　　ため池　3箇所
　　　道路　　2箇所
　　　水路　　1箇所　　　計　6箇所

△ 2,089

安心
●
林道災害復旧事業
(補助、現年）

1,100
（県）
550

安心

●
農業用施設災害復
旧事業（補助、現
年）

7,447

（分）
751

（県）
6,013

説 明事業費

安心
●
農地災害復旧事業
（補助、現年）

6,531

（分）
988

（県）
4,613

　4月10日～11日の豪雨による災害

　　　河川　　2箇所
　　　道路　　4箇所　　　計　6箇所

安心

●
土木施設災害復旧
事業（補助、現
年）

71,869

（国）
49,358
（起）
24,600

キー
ワード

５つの
まちづくり

災　害　復　旧　費

財 源 内 訳
事 業 名
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特 定 財 源 一 般 財 源

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円
資本的支出

千円 千円 千円

収益的支出

資本的支出

　
ボ

　外科用内視鏡ビデオシステム、大腸ビデオスコー
プ、検査室用自動分析装置、病棟用心電計

　ボイラー室、自家発電室

　県地域小児医療体制整備事業を活用して、小児科医

師の確保を図り、地域の小児患者への診療体制の整

備・充実を行う。

病院事業特別会計

15,000

・下水道事業等推進費補助金
              　宿地区(2件）1,054千円

　平成１９年度から工事に着手するための環境を含む
各種調査、許認可申請、詳細設計業務等を行う。

工業用水道事業特別会計

第４工業用水道
建設事業

306,613
(起)

  262,000

説 明

・維持管理事業(汚水)       15,002千円

・維持管理事業(雨水)        1,000千円

・建設事業(純単)　　　 　　13,300千円

・建設事業(単独)　　　  　159,860千円

・建設事業(補助)　　　  　154,800千円

18,176

（特別会計）

農業集落排水事業特別会計

財 源 内 訳
事 業 名 事 業 費

公共下水道事業特別会計

公共下水道事業
特別会計

（国）
85,000
（繰）
2,286
（起）
238,500

343,962

アスベスト封じ
込め工事

6,720

農業集落排水事
業特別会計

1,054

（県）
527

（繰）
527

44,613

（市）
1,900
（起）
4,800

20

(有田町)
  15,000

(企業会計）

（国）
2,625
（市）
  49

（起）
24,100

26,774医療器械備品購
入

県地域小児医療
体制整備事業
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